







































































































































































































































































































































京都大学 生涯教育学 ･図書館情報学研究 vol.8.2009年
誕生後60周年を迎えているo同サービスは､4つのブロックの保健省によって運営されており､
イングランドでは10の保健実施当局 (SHAS､2002年創設､2006年再編)が､保健サービスの
















































































































































同 シ ンポ ジウムへ の道 の りは､ ｢医学 を知 らない教育学研究者｣ (non一medic
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educationalist)である筆者が ｢医学教育｣という新たな領域と出会い､多くのカルチャーショッ
クを受けながらも､｢(生涯)教育学｣研究はそこにどのような関与や貢献ができるのか､と
いう問いをもち続け､悩み続けたプロセスでもあった｡また幸運な偶然が重なったとは言え､
イギリスの医学教育についてほとんど知識を持ち得なかった筆者が､シンポジウムの企画 ｡運
営に携わったのみならず､医学教育の専門家養成 (マスターコース)の主たる担当者 (Guile
博士およびSwanwick博士)と共同プロジェクトが構想できるような貴重な機会が得られたこ
とについては､今も感慨を禁じえない｡とはいえ､このような学際的｡国際的なコラボレーショ
ンの重要性は､社会変化やグローバル化の進展とともに､ますます切実なものとなってきてい
る｡ 生涯教育研究者はこの現実をより自覚的に､自戒を込めて直視すべきであろうし､医学と
教育学のコラボレーションの可能性はより多様な形で追求されるべきと思われる｡
今後の課題としては､イギリスのチャレンジを日本の文脈においてどう受け止め､いかにし
て ｢次のステップ｣に活用していくか､そして､両博士との共同プロジェクトを､どのように
異体的な成果につながるものにしていけるか､という二点が挙げられる｡
【謝辞】本シンポジウムの開催に当たってお世話になったDavidGuile博士､TimSwanwick博士､鈴木
康之先生､奥本香さん､内藤亮さん､当日参加者の方々､そして平出敦実行委員長､実務スタッフの窪田
愛恵さんと高田香織さん､様々な形でお手伝いくださった ｢医療と教育を考える勉強会｣のメンバーの皆
さんに､改めて､心よりお礼を申し上げます｡また末筆ながら､｢教育講演｣依頼という形で医学教育の
世界へと導いて下さった森田孝夫先生 (奈良県立医科大学)に､深く感謝します｡
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